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1 研究目的 
高齢者のケアの質の向上のために，介護職員自身が自らの行うケアにやりがいを持って働く環境を整
備することが必要であると考え，介護職員が中核となる参加体験型のワークショッププログラムの試作
を目指している．試行的に行った活動の報告を行う． 
2 方法 
・研究デザイン 探索型実験研究：参与観察 及び 介入プログラムの試行（ワークショップ） 
・対象者 E県 T市に所在する高齢者デイサービスに従事する介護職員 
・評価 プログラムを実施する前に自己記入形式のプレテストを実施，実施後にポストテストを実施し  
3 倫理的配慮 
 本研究は聖隷クリストファー大学倫理委員会での倫理審査の承認を受けて実施した（承認番号 12027） 
4 結果 
1）実施日など ・第一回 7月 21日 32名 A苑  ・第二回 9月 27日 31名 B里  
・第三回 9月 29日 19名 Cデイ  ・第四回 10月 21日 24 名 Dデイ 
2）参加者 ・参加実人数は 72名 ・性別 男性 12 名・女性 60名 
・年代 20代 24 名・30代 30名・40代 9 名・50代 9名 
・事業所 39事業所に所属 ・資格 介護福祉士 45 名・HH27名・雇用形態 正規 57名・非正規 15名 
5 考察および結論 
プレテストとポストテストの変化から効果測定を試みたが，自尊感情において若干の変化が見られた
のみであった．しかし，参加者の多くがこのワークショップを通して，「楽しさ」を共有してくれてい
たように思われる．一方的に行う教育プログラムに比べ，その場に参加した参加者同士がお互いに学び
あう ）ワークショップは双方向性があり，参加者の多くが【楽しい】【色々考えることが出来た】との
感想を寄せている．ワークショップは楽しく，感動と出会い，やすらぎと出会い，創造と喜びがある．
本研究においても統計的な有意差はないものの，本プログラムが介護職員への仕事への意識変化に資す
る可能性もあるようにも思える．時間不足で結果的には 4回のみのプログラム実施であったため，継続
的に内容の検討を重ねながら，本介入プログラムの標準化に取り組む必要性がある．また介護職員を対
象としたワークショップに関する研究は，少なく限られた報告のみであることから新規性もある．本研
究を発展させ，介護職員にやりがいを持ち，また【自己を否定する感情】を少しでも改善して頂き離職
率を低下させたいと考える．介護の仕事を魅力あるものとするためには，現場からケアの質を目指す発
想を基に業務を見直す機会が重要であり，介護現場で何が問題なのかを考えるよりも，主体的にこれか
らどう働いていくかを考える「方法」を考えることが重要であろう．また，参加者の多くがポストテス
トの『気づき・観察力・洞察力が必要である』『チームケア・連携能力が必要である』に高値を示した
結果からも明らかなようにワークショップを行うことは，内発的モチベーションを上げるために有効な
手法と考える． 
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